
 

 

 

 

 

 

  プログラム内容                                                          

 開校式  

古屋校長あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙森名誉校長あいさつ 

 

 

 

 

  内海 宏氏 講義「港南区のまちの特性と成り立ち」 

港南区は分水嶺により分かれていた武蔵国と相模国が共存する市内唯一

の区です。こういった歴史的な成り立ちや市街化が、まちづくりに大きな

影響を及ぼします。 

これからは地域が主体となって、企業や区役所と協働連携してまちづく

りを進めるスタンスが望ましいと思います。お互いが持っているノウハウ

を共有し、活かせるような有意義な関係を築くことで、一緒にやっていこ

う、進めていこうという機運が出てくると思います。 

 

 

日 時 令和６年 ９月１４日（土） 1３時～1７時 

会 場 区役所６階 ６01･６02 会議室 

受講生 ２８名（地域１４名 企業３名 ケアプラザ 1 名 区役所１０名）  

令和６年度 学び舎ひまわり第 1講 開催報告 

港南区は、長年にわたり協働による地域づくりを進めてきました。地域住

民の皆さん、関係職員の皆さん、そして地域企業の皆さんが、この講座を機

にますます協働の地域づくりのパートナーとして活動していけるよう願っ

ています。 

学び舎ひまわりは開校 12 年目、350 名の卒業生がいます。先輩方は地域

に戻られ、核となって重要な職責を担っている方ばかりです。卒業生同士の

連携も盛んで、地域同士のネットワークづくりも行われています。皆さんも

卒業後は、ぜひネットワークづくりに参加してください。 

皆さんの様々な知識と経験を学び舎ひまわりで共有し、話し合い考えていただいたことを自治

会町内会や企業に持ち帰っていただき、今後の活動に活かしていただきたいと思います。 

受講生の皆さんは自治会町内会から推薦され、あるいはリーダーとして取

り組んで頂く方ばかりです。地域でできることは、向こう三軒両隣で、声を

掛け合って取り組み、力を出し合って、住みやすいまちづくりをしていき、

地域でできない部分は行政などにパートナーとして担っていただく、これが

協働による地域づくりです。そして学び舎ひまわりの趣旨でもあります。   

今年は受講生 31 名、地域だけでなく企業からも 3 名参加していただきま

した。本当に港南区は頼もしい組織活動ができていると思います。講座の中

で身に付けたことを地域に持ち帰り、力を合わせて取り組まれることを願っ

ています。 

 



 まち歩き  

５グループに分かれてまち歩きをしました。行先はグループ内で話し合って決定し、帰着後は感想を共有しました。 

A グループ  

【ルート】港南土木事務所→リュウゼツラン跡地→永谷天満宮→裏の坂から永野を見渡す→貞昌院 

【まち歩き後の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B グループ  

【ルート】福聚院→笹下稲荷神社→赤誠隊及図南報国隊殉職者碑銘 

【まち歩き後の感想】 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

・リュウゼツランは近くで見ると幹が太くて大きいことを感じた。 

・永谷天満宮は近場だが行ったことがなかった。敷地内の高台から永野地区全体が見渡せた。 

・ゆっくり歩き、街を観察することで新たな発見があった。 

・機会を見つけてグループ内で良かった場所について歩いてみたいと思った。 

・前段の内海先生の話のとおり、寺院はちょっとした高台にあるのが印象に残った。 

・区役所近くに住んでいるが、刑務所に隣接して少年鑑別所があることを初めて知った。 

・皆さんで話しながら歩けたことが楽しかった。港南区の地形上の特性や、成立ちを初めて知

って歴史を感じることができた。 



C グループ  

【ルート】馬洗川・せせらぎ緑道→上永谷駅前地域ケアプラザ・上永谷駅前コミュニティハウス 

【まち歩き後の感想】 

・グループの皆さんと様々なお話ししながら、まち歩きができた。 

・港南区内の地域の方と話しが出来て、港南区の良いところをたくさん教えて頂けた。 

・同じ班の人たちと交流でき、港南区の歴史を学べた。暑すぎたところが残念。 

・実際に現地を見て、みなさんと港南区の話ができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

D グループ  

【ルート】 大岡川取水庭→笹下中央公園 

【まち歩き後の感想】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・都会の中で自然が感じられる場所。昔は子どもがザリガニを採って遊ぶ場所だったが、

現在は子どもの姿は見られない。歩道や入口が整備されており、感動した。 

・近隣の小中学生を巻き込んで除草できたらいい。 

・同じ班の人たちと交流でき、港南区の歴史を学べた。暑すぎたところが残念。 

・実際に現地を見て、みなさんと港南区の話ができてよかった。 

 

・まちのど真ん中に、こんな取水庭があるとは驚いた。洪水防止のためにつくられた「取水口」

の意義が理解できた 

・この周辺に港南の町を一望できるスポットがあるとは、歩いてみないとわからない、町の地

理を学べた。 

・環状二号線は車では通るが、歩いてわかることがあった。環二が地域を分断している寂しさ

も感じた。 

 



E グループ  

【ルート】 永谷天満宮→菓匠徳増（TV チャンピオン『和スイーツ選手権』優勝） 

【まち歩き後の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びのまとめ 集計結果                                                    

回答数 ２７件 回収率 ９６．４％ 

受講生の声（抜粋） 

◎内海先生の講義で、武相国境が港南区の中央付近を通っていることを知り、印象に残った。 

◎まち歩きを通して、受講生同士コミュニケーションをとることができ、とても有意義だった。 

◎特別な目的を持たないまち歩きは、想像以上に楽しいものだと感じた。ただ漠然と自宅と駅を往復

するのではなく、周囲の景色を楽しむこと等、心にゆとりを持ちたいと思いました。 

◎商店街の役員という立場上、いろんなお店の情報が入ってきやすいポジションなので、同じグルー

プのみなさんにおすすめスポットを紹介する機会となり、楽しかった。 

 

満足 やや満足 やや不満 不満 回答なし 

20 ７ 0 0 ０ 

74% 26% 0% 0% 0％ 

・永谷天満宮の中にしっかり入ることが出来た。地域に根付いている。 

・地元のことでも教えてもらわないと気づけないことが多い。 

・和菓子屋「菓匠徳増」の存在を初めて知った。 

・普段通り過ぎるところ、改めて歩くと再発見あった。自信をもって紹介できるように

したい。資源がたくさんあることに気づいた。 

 


